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0. はじめに
本稿は、ロシア語1の移動動詞と呼ばれる動詞群に対して、接頭辞がどのような付加可能
性を持つのかを、先行研究であるMurav’ëva (1978)とコーパス調査の比較をもとに分析・考
察することを目的とする。本稿で扱う移動動詞は、一般的に使用頻度が高く、移動動詞の基
本とされている第 1グループ2に限定する（対象とする移動動詞について、詳細は 0.2. 節に
後述する）。本文中の転写3、グロス、和訳、例文番号、表番号、下線、および外国語文献の
和訳は、特にことわりのない限り筆者によるものとする。 
0.1. ロシア語の動詞における体の区別 
本節では、ロシア語の動詞が持つ体について、中澤 (2010: 210-212) を要約する。 
ロシア語において動詞は必ず完了体と不完了体のどちらかに属し、話し手が動作を時間
的にどう見るかによって完了体と不完了体は使い分けられるとされる。代表的な用法とし
ては以下の通りである。 
  完了体：具体的一回の（動作の）完了と結果、未来の完了、具体的一回の動作 
  不完了体：過程・事実、反復、一般論 
0.1.1. ロシア語における移動動詞 
 本節では、移動動詞について Švedova et al (1980: 591) を引用する。Švedova et al (1980: 591)
は「移動動詞とは安定した構造主義的意味を持つ不完了体の動詞群で同一の語根を持った
動詞のペア（異なる語根を持つ idti / xodit’ のペアは除く）に統合される。（中略）接頭辞が
移動動詞に付加されると、移動動詞が持つ語彙的意味が変化する」と述べている。 
1 ロシア語はインド・ヨーロッパ語族スラブ語派に属し、ウクライナ語、ベラルーシ語と共に東スラブ諸
語を形成する。旧ソ連邦内外でロシア語を母語、もしくは第 2言語とする人口はおよそ 2億 3450万人と
推定される。文字は広い意味でキリル文字に属す。（以上、佐藤 1992: 1032-1036 要約） 
2 原 (2008) にならう。移動動詞 14組 28個のうち、頻度の高い 8組 16個を第 1グループ、残りの 6組
12個を第 2グループとしている。ちなみに多くの初級の教科書で導入されている。 
3 Timberlake (2004: 25) にならい、以下の通りとする。а = a, б = b, в = v, г = g, д = d, е = e, ё =ё, ж = ž, з = z, и 
=i, й = j, к = k, л = l, м = m, н = n, о = o, п = p, р = r, с = s, т = t, у = u, ф = f, х = x, ц = c, ч = č, ш = š, щ = šč, ъ 
= ”, ы = y, ь = ’, э = è, ю = ju, я = ja 
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0.1.2. 移動動詞における定向・不定向の区別 
 本節ではロシア語の移動動詞における定向動詞・不定向動詞の区別について、中澤 (2010: 
127-129) を要約する。 
ロシア語において、「行く」「来る」などの移動を表すための動詞（移動動詞）は特別な体
系をなしており、移動の手段・方法によって異なる動詞が使い分けられる。さらに、ひとつ
の移動動作に対して、定向・不定向というペアの動詞（体のペアとは異なる）が区別して用
いられる。代表的な用法としては以下の通りである。 
  定向：一定の目的に向かう進行中の動き、確実に行われる未来の出発（確定未来）、 
    所要時間 
  不定向：不定・多方向への移動・反復、過去形は一往復経験（～したことがある）の 
 意味、能力や好み（反復が前提） 
0.2. 移動動詞の第 1グループ 
 本節では、本稿の対象となる移動動詞の第 1グループ（8組 16個）について定向 / 不定
向「和訳」の順にまとめる。 
＜対象とする移動動詞＞ 
idti / xodit’「歩いて行く」exat’ / ezdit’「乗り物で行く」bežat’ / begat’「走って行く」letet’ / letat’
「飛んで行く」plyt’ / plavat’ 「泳いで行く」vezti / vozit’「乗り物で運ぶ」vesti / vodit’「連れ
て行く」nesti / nosit’「手で持って行く」  
1. 先行研究
ロシア語について、接頭辞付きの移動動詞を意味的観点から分類した先行研究は多く見
られるが、本稿のテーマである付加可能性とその実態および傾向について網羅的に比較・調
査した先行研究は管見の限り見当たらなかった。そのため本節では、先行研究として 
Murav’ëva (1978) を取り上げ、移動動詞と接頭辞の結合性についてまとめる。 
Murav’ëva (1978) は、接頭辞付きの移動動詞の用法を概説した実用語学書でありながら、
記述的研究の様相を呈しており、中澤 (1985)、原 (2008) などで参考文献として言及されて
いる。Murav’ëva (1978: 113-138, 225, 254-255) から、それぞれの移動動詞と接頭辞の結合性 
( Combinability of Verbs of Motion witx Prefixes ) を移動動詞別にまとめる（調査Ⅰの結果と並
列して一部を 3.1. 節に後述する）。なお、Murav’ëva (1978) では、第 1グループのみではな
く、第 2グループを含めたすべての移動動詞について記述があったが、本稿では対象とする
第 1グループの移動動詞についてのみ取り上げる。 
 Murav’ëva (1978) の問題点は、移動動詞と接頭辞の組み合わせに関する記述があいまいな
点である。結合性がある組み合わせに関してのみ例文や解説がある。他方、結合性がないと
判断される組み合わせ（表 2 中の－）もあり、Murav’ëva (1978) において記述がない組み合
わせ（表 2中の△）も見られる。さらに、付加しにくい場合にはどういった理由があるのか
が明確には述べられていない。加えて、再帰を示す接尾辞 -sja の付加に関する記述も明確
でない。このため筆者は、移動動詞に対する各接頭辞の付加可能性について実態にもとづい
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た網羅的な調査・分析が必要なのではないかと考える。 
2. 仮説と調査対象の設定
本節では、調査の前段階として考えうる仮説および調査対象の設定をそれぞれまとめる。 
先行研究をもとに筆者が立てる仮説は以下の 3つである。
  A それぞれの移動動詞や接頭辞によって頻度の差があるのではないだろうか。その差 
を分析することによって、付加可能性の傾向がつかめるのではないか 
  B 先行研究に記述がない移動動詞と接頭辞の組み合わせでも、実際には使われている 
ものがあるのではないか 
  C 先行研究に言及はないが該当数のある組み合わせには、語形による頻度数や作成年 
代に偏りがあるのではないか。さらに、他の要因と関連があるのではないか 
上記 3つの仮説を検証するために調査対象の設定を行う。移動動詞は、頻度の高い第 1グ
ループ（8組 16 個）に限定する。なお、再帰を示す接尾辞 -sja は本稿では調査対象に含め
ないこととする。 
接頭辞は、Murav’ëva (1978) で記述のあった 18 種類をもとにするが、再帰を示す接尾辞 
-sja を除外するため、16種類とする。接頭辞が持つ意味の一部を（）内に示す。
＜調査対象とする接頭辞＞ 
v-（中への動作）, vy-（外への動作）, pri-（到達）, u-（離れる動作）, pod-（接近）,  
ot-（離れる動作、出発）, za-（後ろへの動作）, vz-（上への動作） s-（下への動作）, 
na-（表面への動作）, pro-（通過）, do-（限界への到達）, pere-（横切る動作）,  
o-（迂回する動作）, iz-（全範囲をまわる動作）, po-（短時間の動作） の計 16個 
第 1段階で調査する移動動詞と接頭辞の組み合わせは 16×16＝256パターンとする。 
3. 調査
本節では、調査についてまとめる。なお。コーパスに関する情報をまとめるにあたり佐山
(2014) を参照した。調査は Russian National Corpus（以下、RNC）を用いて行う。RNCはロ
シア語の巨大コーパスであり、インターネット上のサイトで公開されている。今なおテキス
トの収集を続けていて、中でも総体である Main Corpus（以下、MC）は、総語数が 2015年
10 月 28日の時点で約 2億 3千万語まで増えており、17世紀半ばから 21世紀初めまでのテ
キストが収録されている。構成するテキスト全体の約 8 割は文学作品や評論から成り立っ
ており、話し言葉は MC 全体の 1％にも満たないため、書き言葉寄りのコーパスと言える。
2. 節で設定した移動動詞と接頭辞の組み合わせを RNC - MC を用いて調査・分析をする。
本調査で使用するスロットは不定形を入れて検索すると、その活用形および派生形も検出
するものを用いる。 
 調査Ⅰ：RNC - MCで 256パターンをそれぞれ検索し、該当数をMurav’ëva (1978) との比
較を中心に考察する。組み合わせごとの移動動詞における割合、および接頭辞における割合
を計算する。その際、付加可能性と該当数の割合の差を確認する。 
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調査Ⅱ：調査Ⅰの結果をもとに、Murav’ëva (1978) と相違がある組み合わせを Excelデー
タ化した該当数の例文をもとにそれぞれ分析・比較を行う。分析するための視点として、作
成年代、語形による頻度数、掲載媒体、および分野を挙げる。実際の例文を前置詞の共起や
文の構造に着目して分析・比較する。得られた情報をもとに考察する。 
3.1. 調査Ⅰ 
 本節では調査Ⅰの結果をまとめる。紙幅の都合上すべての該当数を記載することが難し
いため、本稿では移動動詞を軸にした該当数とその割合を表 1として、先行研究の記述とコ
ーパスでの該当数に相違があり、調査Ⅱを進める 34の組み合わせを表 2として以下にまと
める。 
表 1: 移動動詞を軸にした該当数とその割合 
移動動詞 該当数(%) 最大値(%) 最小値(%) 
idti （歩いて行く：定向） 989,418(38.19) vy- 165,311(16.68) iz- 362(0.03) 
xodit’ （歩いて行く：不定向） 605,684(23.38) vy- 133,782(22.08) vz- 1,138(0.18) 
vesti （連れて行く：定向） 214,419(8.27) pri- 47,853(22.31) vz- 517(0.24) 
exat’ （乗り物で行く：定向） 186,206(7.18) pri- 63,128(33.90) iz- 2(0.001) 
nesti （手で持って行く：定向） 124,152(4.79) pri- 34,862(28.08) iz- 21(0.01) 
vodit’ （連れて行く：不定向） 102,293(3.94) pro- 32,040(31.32) vz- 246(0.24) 
bežat’ （走って行く：定向） 68,704(2.65) po- 16,582(24.13) vz- 620(0.90) 
nosit’（手で持って行く：不定向） 59,166(2.28) pri- 15,955(26.96) o- 280(0.47) 
ezdit’ （乗り物で行く：不定向） 54,207(2.09) pri- 18,422(33.98) vz- 15(0.02) 
vezti （乗り物で運ぶ：定向） 51,819(2.00) pri- 19,881(38.36) iz- 0(0.00) 
begat’ （走って行く：不定向） 39,877(1.53) s- 7,468(18.72) vz- 300(0.75) 
letet’ （飛んで行く：定向） 37,462(1.44) po- 6,827(18.22) iz- 33(0.08) 
letat’ （飛んで行く：不定向） 19,344(0.74) s- 2,544(13.15) iz- 31(0.16) 
vozit’ （乗り物で運ぶ：不定向） 17,690(0.68) vy- 5,052(28.55) vz- 13(0.07) 
plyt’ （泳いで行く：定向） 12,736(0.49) po- 3,274(25.70) iz- 1(0.007) 
plavat’ （泳いで行く：不定向） 6,567(0.25) vz- 1,488(22.65) iz- 2(0.03) 
合計 2,590,112(99.94) 
 表 1の結果から、調査した 256パターンの全該当数のうち、移動動詞 idti / xodit’ が占め
る割合が 6割を超えており、付加可能性の高い移動動詞と言える。最大値および最小値を示
した接頭辞には偏りが見られ、接頭辞にも付加可能性が高いものと低いものがあることが
表 1よりうかがえる。 
4 小数点第 3位以下を切り捨てしたため 100%に達しなかった。 
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表 2: 調査Ⅱを進める 34パターンの組み合わせ一覧 
iz-①: izbežat’ (-) 1268 iz-⑩: isplavat’ (△) 2 vz-⑥: vz”ezžat’ (-) 15 o-⑥: obvozit’ (○) 22 
iz-②: izbegat’ (△) 1497 iz-⑪: izojti (-) 361 vz-⑦: vzvezti (-) 1 na-①: naplyt’ (-)na-①: nayt’ na-①: naplyt’ (-) 481 
iz-③: izvesti (-) 1475 iz-⑫: izvozit’ (△) 25 vz-⑧: vzvozit’ (-) 13 na-②: naplyvat’ (-) 397 
iz-④: izvodit’ (△) 662 iz-⑬: iz”exat’ (-) 2 vz-⑨: vcplyvat’ (○) 1409 s-①: splyt’ (-) 220 
iz-⑤: vznesti (-) 21 vz-①: vzvesti (-) 514 o-①: obežat’ (-) 535 s-②: splavat’ (-) 65 
iz-⑥: iznosit’ (△) 994 vz-②: vzvodit’ (-) 244 o-②: obegat’ (-) 472 v-①: vplyt’ (-) 127 
iz-⑦: izletet’ (-) 33 vz-③: vznesti (-) 116 o-③: oplyt’ (-) 357 v-②: vplyvat’ (-) 132 
iz-⑧: izletat’ (△) 30 vz-④: vznosit’ (-) 42 o-④: oplyvat’ (-) 175 総調査数：  11797件 
iz-⑨: isplyt’ (-) 1 vz-⑤: vzexat’ (-) 96 o-⑤: obvezti (○) 4 
 表 2中の ( ) 内がMurav’ëva (1978) における記述である。Murav’ëva (1978) において記述
がないにもかかわらず調査Ⅰのコーパスでの該当数で数値が出てるもの、調査Ⅰの結果か
ら注目すべきと考えた組み合わせの計 34の組み合わせについて、調査Ⅱを進めることとす
る。Murav’ëva (1978) での記述と違った組み合わせを多い順に接頭辞別で示すと、接頭辞 
iz- : 13 件、接頭辞 vz- : 9 件、接頭辞 o- : 6 件、接頭辞 v- : 2 件、接頭辞 na- : 2 件、接頭辞 
c- : 2 件であった。なお、表 2中の調査数と該当数が一致しない組み合わせがある。という
のも、コーパスの機能上、該当数が多いとすべてのデータを Excel化することができないた
めである（該当する動詞 : 該当件数 → 調査数の順に、izbegat’ : 6513 → 1268, izbegat’ : 5934 
→ 1497）。さらに、語形から他の動詞が混合していると筆者が判断した場合は、その数も除
外する。 
3.2. 調査Ⅱ 
 本節では調査Ⅱの結果をまとめる。なお、紙幅の都合上、調査Ⅱを行った 34の組み合わ
せのうち特徴別に 3 例の調査結果を以下に示す。1 例目の izletet’ は使用が減少傾向にある
もので、2 例目の vsplyvat’ は調査Ⅰの結果から付加可能性が低い接頭辞 vz- において最も
該当数が大きかった組み合わせ、3 例目の vpryt’ は先行研究で記述がないにもかかわらず
使用が拡大している組み合わせである。なお、表中の作成年代は例文の出現年を指す。 
表 3 iz-⑦：izletet’ の調査Ⅱ結果
調査数：33件 ②語形による頻度数
総分類数：13分類 
③掲載媒体
総分類数：2分類 
④分野
総分類数：12分類 
①作成年代
1700年代 6 不定形 ( izletet’ ) 6 書物 ( kniga ) 28 中篇小説 ( povest’ ) 8 
1800年代 20 過去女性形 (izletela ) 5 電子版 5 長篇小説 ( roman ) 8 
1900年代 4 ( èlektronnyj izdanie ) 学術論文 ( memuary ) 4 
2000年代 3 戯曲 (p’eca ) 4 
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 作成年代を見ると、1800 年代の 20件から減少傾向にある。例文を参照すると、前置詞 iz 
と口を表す名詞 usta と結びついて、「口から飛び出す」という例が 33件中 14件該当した。
そのほとんどが 1800 年代に集中している。つまり、1800 年代に 20 件と最大件数を示して
いるのは、この表現が多用されているからである。以下に例文を挙げる。例文の作成年は
1841年、掲載媒体は書物、分野は中篇小説である。 
(1) Uže    groznoe                      slovo                gotovo                   bylo
もう     恐ろしい.ADJ.NOM    言葉.N.NOM    準備する.ADJ.N      NRV.PST.N
 iz-letet’            iz             ust     ego. 
 PRF- 飛ぶ.IMF    ～から     口.GEN   POSS.M.GEN 
 「すでに恐ろしい言葉が彼の口から飛び出すよう準備は整っていた」 
表 3 vz-⑨：vsplyvat’ の調査Ⅱ結果 
調査数：1409件 ②語形による頻度数
総分類数：15分類 
③掲載媒体
総分類数：5分類 
④分野
総分類数：51分類 
①作成年代
1700年代 0 3 人称単数現在形 
( vcpryvaet ) 
368 書物 ( kniga ) 896 長篇小説 ( roman ) 360 
1800年代 111 雑誌 ( žurnal ) 386 論文 ( stat’ja ) 302 
1900年代 868 過 去 複 数 形 
( vspryvali ) 
252 新聞 ( gazeta ) 70 中篇小説 ( povest’ ) 146 
2000年代 430 学術論文 ( memuary ) 145 
3 人称複数現在形 
( vspryvajut ) 
212 短篇小説 ( rasskaz ) 103 
不定形 ( vspryvat’ ) 113 
 調査Ⅰから特別相性が良い組み合わせとして挙げた vcplyvat’ であるが、実際の例文を参照
すると、移動動詞 plavat’ と接頭辞 vz- が持つ元来の意味に沿った「浮き上がる」という意
味で用いられている例文よりも、そこから派生したと考えられる「発覚する」、「露見する」、
「表面化する」、「（特定の前置詞句と共に）思い出される」といった意味で用いられている
例文が多かった。よって vcplyvat’ の件数が多かったのは、元来の意味から派生した意味が
発達したからだと筆者は推測する。以下に例文を挙げる。作成年は前者 / 後者の順に 1849 
/ 2001年、掲載媒体と分野は両者とも書物、長篇小説である。 
(2) ...i               tol’ko       odežda             ego          vc-plyvala                 naverx.
そして     ～だけ     洋服.PL.ACC     POSS.M     PRF-泳ぐ.F.PL.IPFV     表面に
 「そして彼の洋服だけが、表面に浮きあがった。」 
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(3) Detckaja zagadka                        vc-plyvala                         v  pamjati... 
子供のころのなぞなぞ.F.NOM    PRF-思い出す.F.PST.IPFV    ～に  記憶.PREP 
 「子供のころのなぞなぞが思い出される」 
表 4 v-①：vpryt’ の調査Ⅱ結果 
調査数：127件 ②語形による頻度数
総分類数：12分類 
③掲載媒体
総分類数：4分類 
④分野
総分類数：14分類 
①作成年代
1700年代 0 過去女性形 ( vpryla ) 55 書物 ( kniga ) 107 長篇小説 ( roman ) 65 
1800年代 6 過去男性形( vpryl ) 38 雑誌 ( žurnal ) 18 中篇小説 ( povest’ ) 20 
1900年代 86 過去複数形 ( vpryli ) 16 新聞 ( gazeta ) 1 学術論文 ( memuary ) 14 
2000年代 35 電 子 書 籍 
( èlektronnyj tekst )
1 短篇小説 ( rasskaz ) 13 
 作成年代を見ると、1700 年代は該当する例は出なかったものの、1800 年代以降件数が増
えてきている。実際の例文を参照すると、「○○川が△△へ流れていく」「船が着水する」と
いった移動動詞 pryt’ と接頭辞 v- が持つ元来の意味に沿った例文が多く見られたが、中に
は、「舞台に現れる」「月が現れる」といったような移動動詞 pryt’ の「泳ぐ」という意味か
らは少し離れたような例文も見られた。しかしいずれも、接頭辞 v- とよく共起する場所を
表す前置詞 v / na ＋名詞の対格形という形が頻出した。以下に例文を挙げる。作成年は前
者 / 後者順に 1960 / 1998 年、掲載媒体と分野は両者ともに書物、学術論文である。 
(4) ...krasavica  Volga  v-prla  v  Kazan’... 
 美しいもの.F.NOM     ヴォルガ川.F.NOM  PRF-流れ入る.F.PST.PF ～へ  カザン.F.ACC 
 「うるわしのヴォルガ川がカザンへ流れ入った」 
(5) ...v  okoško  baraka   v-pryla  luna. 
      ～に     窓.N.ACC    バラック小屋.M.GEN   PRF-入る.F.PST.PF   月.F.NOM 
 「バラック小屋の窓に月が入ってきた。」 
4. 調査のまとめ
本節では、調査Ⅰおよび調査Ⅱを終えて、付加可能性とその実態および傾向について調査
から得られた情報をもとにまとめる。本稿は先行研究の Murav’ëva (1978) との比較を軸に
調査Ⅰおよび調査Ⅱを進めた。調査Ⅰでは調査対象とした 256 パターンの該当数をコーパ
スを用いてそれぞれ調査し、仮説 A および B を検証した。移動動詞や接頭辞によって該当
数が大きく異なり、先行研究である Murav’ëva (1978) に具体的な記述のない組み合わせで
も該当する例が 34 件見つかった。続く調査Ⅱでは、この 34 件について、仮説 C を検証す
るために 4つの視点と実際の例文を分析した。 
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 2つの調査を終えて、付加可能性については、調査Ⅰのそれぞれの組み合わせの該当数の
結果から、移動動詞にも接頭辞にも付加可能性が高いものと低いものがあり、その差が顕著
であることが分かった。実態および傾向については、実際に検出した例文を分析した調査Ⅱ
から、先行研究に具体的な記述がない組み合わせでも実際には使用されている例があり、先
行研究の記述に反するものがあることが明らかになった。 
5. 本調査の問題点と今後の展望
本節では本調査の問題点と今後の課題についてまとめる。調査対象に関する問題点は、①
移動動詞すべてを対象としていない点、②再帰動詞を含めていない点の 2点である。先行研
究の有無も含めさらに網羅的な調査をする必要があると考える。コーパスに関する問題点
は、①書き言葉寄りであった点、②該当数と調査数を一致させることができなかった点や、
③実際に調査Ⅱを進める中で移動動詞のみに限定することができず、結果移動動詞と名詞
が混同している結果の組み合わせもあり、数値を正確に出すことができなかった点の 3 点
が挙げられる。書き言葉のみでなく、話し言葉でも調査を進めると、また違った結果が得ら
れたかもしれない。調査に関する問題点は、移動を表す意味以外の表現が発達している組み
合わせもあり、混合したまま調査を進めてしまっている点である。 
 以上を考慮した今後の展望は、移動動詞が持つ豊かな造語能力を接頭辞との付加可能性
から今後の経過も含めて網羅的に調査することである。その際に、移動動詞や接頭辞を限定
することなく、話し言葉にも焦点を当てて調査を進める必要があると考える。 
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